
分析・計測

植物における立体化学の制御
－リグナンエナンチオマーの作り分け－

研究の内容
リグナンは、古くから精油成分等として知られているフェニルプロパノイド化合物群の一種であ
り、その特徴の一つとして抗腫瘍性・抗酸化性が挙げられる。また、植物が産生するリグナンの
エナンチオマーが異なることがあることから、リグナン生合成における立体化学に着眼点を置い
て研究を進め、以下の２点を明らかにした。
（１）異なるエナンチオマー（立体異性体）を産生する少なくとも２つの生合成経路がある。
（２）リグナン生合成の段階によって立体制御の厳密性に違いがある。
これらのことから有用生理活性物質の生物生産だけでなく、同じ化合物でもエナンチオマーが
異なると味・におい・薬効等が異なることから有機立体化学への良好なモデル系となり得る。
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分析のための技術開発
今後の展開
解明された生合成経路より有用生
理活性物質の生物生産につながる。
また、酵素反応の立体化学的制御
についての検討をさらに進めることに
より、生化学的な光学異性体の生産
が期待できる。00
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